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三
年
目
に
入
っ
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
下
の 

イ
ラ
ン
内
政
と
対
米
関
係 

  

松
永 

泰
行    

一
．
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
の
特
質 

 

比
較
的
無
名
の
テ
ヘ
ラ
ン
市
長
か
ら
、
主
に
選
挙
運
動
期
間
中
の

相
関
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
結
果
、
第
九
期
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
、

二
〇
〇
五
年
八
月
に
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
が
成
立
し

て
か
ら
、
満
二
年
が
経
過
し
た
。
同
政
権
の
出
現
は
、
広
い
意
味
で

は
、
一
九
九
七
年
の
第
七
期
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
モ
ハ
ン
マ
ド
・

ハ
ー
タ
ミ
ー
師
の
当
選
で
先
送
り
に
な
っ
て
い
た
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス

ラ
ー
ム
共
和
国
史
上
初
め
て
の
右
派
／
保
守
派
単
独
政
権
の
誕
生

を
意
味
し
て
い
た
。
第
九
期
大
統
領
選
挙
の
前
年
の
第
七
期
国
会
選

挙
に
お
い
て
、
オ
ス
ー
ル
ー
ギ
ャ
ラ
ー
（
「
原
則
忠
実
」
）
派
と
自
称

す
る
保
守
派
が
多
数
派
を
獲
得
し
て
い
た
た
め
、
第
九
期
大
統
領
選

挙
の
結
果
は
、
二
度
に
亘
り
政
治
権
力
構
造
の
「
改
革
」
を
要
求
し

て
ハ
ー
タ
ミ
ー
師
へ
投
票
し
た
国
民
多
数
派
が
も
は
や
そ
の
よ
う
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な
改
革
実
現
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
だ

け
で
な
く
、
保
守
派
が
国
家
権
力
を
独
占
す
る
こ
と
で
（
改
革
と
は

正
反
対
の
）
体
制
の
再
定
着
化
が
進
む
可
能
性
を
予
期
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

イ
ラ
ン
国
内
に
お
け
る
政
治
権
力
の
行
使
に
関
わ
る
限
り
、
過
去

二
年
間
の
実
際
の
経
過
は
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
党
派
政
治
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
が
予
測
さ
せ
た
方
向
性
と
は
、
や
や
異
な
る
展
開
を
み
せ

て
来
て
い
る
。
そ
の
主
な
背
景
は
、
大
統
領
に
就
任
し
た
マ
フ
ム
ー

ド
・
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
出
自
と
個
人
の
特
質
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
は
、
ま
さ
に
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
一
九
八
九
年
に
最
高
指
導
者

に
就
任
し
て
以
来
、
ジ
ャ
ン
ナ
テ
ィ
ー
監
督
者
評
議
会
書
記
（
イ
ス

ラ
ー
ム
宣
伝
調
整
評
議
会
書
記
を
も
兼
務
）
ら
の
協
力
を
得
て
、
育

て
上
げ
て
（
あ
る
い
は
繋
ぎ
止
め
て
）
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
保
守

主
義
を
体
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
非
聖
職
者
で
あ
り
、
一
九
七
九

年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
成
立
時
に
は
一
大
学
生
に
過
ぎ
な

か
っ
た
革
命
第
二
世
代
（
１
）

に
属
す
る
若
手
で
、
何
ら
の
既
成
の
政

治
団
体
や
組
織
を
出
身
母
体
と
し
て
持
つ
訳
で
も
な
く
（
２
）
、
さ
ら

に
国
政
・
外
交
分
野
で
の
経
験
を
ま
っ
た
く
持
た
な
い
ま
ま
行
政
府

の
長
に
就
任
し
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
は
、
個
人
と

し
て
は
、
革
命
後
イ
ラ
ン
の
一
大
政
治
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
の
右
派
／
保
守
派
の
流
れ
を
汲
ん
だ
政
治
家
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
。 

さ
ら
に
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政
権
下
の
人
事
・
政
権
運

営
の
全
般
に
お
い
て
、
ま
た
、
体
制
派
の
経
済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
同
政
権
が
実
施
に
移
し
て
き
て
い
る
、
い
く
つ

か
の
重
要
な
政
治
的
・
政
策
的
判
断
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
、

独
善
的
と
も
思
わ
れ
る
強
引
さ
は
、
大
統
領
就
任
以
前
の
国
政
レ
ベ

ル
に
お
け
る
政
治
的
経
験
の
乏
し
さ
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
大
統
領

個
人
の
性
格
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
四
年
の
任
期
の
折

り
返
し
点
に
差
し
掛
か
っ
た
二
〇
〇
七
年
八
月
一
二
日
の
、
石
油
相

（
ヴ
ァ
ズ
ィ
ー
リ
ー
＝
ハ
ー
マ
ー
ネ
）
と
工
鉱
業
相
（
タ
フ
マ
ー
セ

ビ
ー
）
の
更
迭
、
さ
ら
に
そ
の
二
週
間
後
の
中
央
銀
行
総
裁
（
シ
ェ

イ
バ
ー
ニ
ー
）
の
辞
任
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策
姿
勢
お
よ
び
判
断
の

政
治
的
結
末
が
最
も
顕
著
な
形
で
表
れ
た
事
例
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。
シ
ェ
イ
バ
ー
ニ
ー
中
央
銀
行
総
裁
の
辞
任
は
、
大
統
領
が
強
要

し
た
本
年
五
月
の
銀
行
（
国
営
お
よ
び
民
間
）
の
貸
出
し
金
利
引
き

下
げ
決
定
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
タ
フ
マ
ー
セ
ビ
ー
工
鉱
業
相
更
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迭
の
背
景
に
も
、
同
様
に
、
関
税
の
一
部
自
由
化
と
全
般
的
な
流
動

性
拡
大
の
中
で
、
大
統
領
が
強
要
し
て
き
た
工
業
製
品
の
価
格
据
え

置
き
政
策
な
ど
の
結
果
、
工
業
生
産
高
が
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
後

最
低
レ
ベ
ル
ま
で
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
（
３
）
。 

ま
た
、
政
策
面
だ
け
で
な
く
制
度
面
に
お
い
て
も
、
ア
フ
マ
デ
ィ

ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
は
、
予
算
編
成
の
た
め
の
専
門
機
関
と
し
て

半
世
紀
以
上
に
亘
り
存
続
し
て
き
た
管
理
計
画
庁
（
旧
計
画
予
算

庁
）
に
関
し
て
、
昨
年
一
〇
月
の
地
方
組
織
の
改
編
に
続
き
、
本
年

七
月
に
は
、
そ
の
本
体
部
分
を
も
大
統
領
府
の
一
部
門
に
格
下
げ
統

合
す
る
決
定
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
変
更
を
加
え
て
き
て
い
る
（
４
）
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
保
守
派
国
会
議
員
か
ら
も
合
理
性
を

欠
く
決
定
で
あ
る
な
ど
と
公
然
と
批
判
さ
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
の
核
計

画
が
達
成
し
た
成
果
を
法
外
に
誇
張
す
る
国
内
向
け
の
発
言
や
、
米

欧
の
首
脳
に
全
く
の
私
感
に
基
づ
く
内
容
の
親
書
を
送
付
す
る
な

ど
、
言
動
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
特
異
性
の
例
に
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
れ
ら
全
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
政

権
が
、
最
高
指
導
者
の
公
的
な
支
持
を
引
き
続
き
享
受
し
て
き
て
い

る
背
景
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
、
現
政
権
が
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共

和
国
史
上
初
め
て
の
右
派
／
保
守
派
単
独
政
権
で
あ
る
と
の
側
面

を
抜
き
に
し
て
は
、
説
明
で
き
な
い
。
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和

国
の
国
家
権
力
構
造
に
お
い
て
は
、
対
米
関
係
や
核
計
画
な
ど
国
家

の
根
幹
的
政
策
の
決
定
や
、
検
察
官
・
判
事
の
任
命
権
限
お
よ
び
軍

事
統
率
権
な
ど
を
、
憲
法
上
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
大
統
領
に
と
っ

て
、
直
接
自
ら
の
判
断
で
権
限
を
行
使
で
き
る
領
域
は
、
現
実
的
に

は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
枠
組
み
の
通
り
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ

ー
ド
大
統
領
の
場
合
も
、
国
外
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
実
際

に
は
、
（
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
）
主
に
経
済
お
よ
び
金
融
政

策
に
お
い
て
独
自
の
政
策
を
実
施
に
移
し
て
き
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
五
年
の
大
統
領
選
挙
（
決
選
投
票
）
に

お
け
る
対
抗
馬
の
候
補
が
、
過
去
一
六
年
に
亘
る
国
家
の
経
済
政
策

の
方
向
性
を
定
め
た
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
元
大
統
領
で
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
起
こ
す
と
、
あ
る
意
味
で
は
う
な
ず
け
る
点
で
あ
る
（
５
）
。

し
か
し
、
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
経
済
制
裁
強
化
の
可
能
性
と

相
ま
っ
て
、
そ
れ
ら
の
中
長
期
的
な
悪
影
響
が
今
後
心
配
さ
れ
る
点

は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
６
）
。 
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二
．
指
導
部
専
門
家
会
議
に
お
け
る
新
議
長
の
選
出 

 
各
州
を
選
挙
区
と
し
、
八
年
に
一
度
、
国
民
か
ら
の
直
接
選
挙
で

選
ば
れ
る
八
〇
余
名
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
か
ら
成
る
指
導
部
専

門
家
会
議
（M

ajles-e K
hobregan-e R

ahbari

）
の
議
長
を
、
一

九
八
二
年
末
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
第
一
期
会
議
の
発
足
か
ら
二
五

年
近
く
努
め
て
き
た
、
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
・
ア
リ
ー
・
メ
シ
ュ
キ
ニ

ー
が
、
本
年
七
月
三
〇
日
に
八
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
第
一
期
の
指

導
部
専
門
家
会
議
の
主
な
役
割
は
、
最
高
指
導
者
（
統
治
法
学
者
）

と
し
て
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
後
継
者
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

一
九
八
五
年
に
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
・
モ
ン
タ
ゼ
リ
ー
を
選
出
し
た
際
、

ま
た
、
一
九
八
九
年
六
月
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、

（
モ
ン
タ
ゼ
リ
ー
師
は
同
年
初
め
に
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
よ
り
次
期
最

高
指
導
者
の
任
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
た
め
）
現
最
高
指
導
者
の
ア
リ

ー
・
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
を
新
た
に
選
出
し
た
際
に
議
長
を
務
め
て
い

た
の
が
、
メ
シ
ュ
キ
ニ
ー
師
で
あ
っ
た
。
尤
も
、
専
門
家
会
議
の
場

合
は
、
最
高
指
導
者
の
選
出
（
お
よ
び
そ
の
資
格
喪
失
の
判
断
）
は

議
員
の
間
の
単
純
多
数
決
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
議
長
に
特
別
の
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
コ
ム
在
住
で
、
長

年
に
亘
る
コ
ム
神
学
校
教
員
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
（
晩
年
は
そ
の
会

長
で
も
あ
っ
た
）
、
コ
ム
の
金
曜
礼
拝
導
師
を
も
務
め
て
い
た
メ
シ

ュ
キ
ニ
ー
師
が
、
（
テ
ヘ
ラ
ン
に
在
住
し
て
い
た
）
ホ
メ
イ
ニ
ー
師

が
亡
く
な
っ
た
後
の
専
門
家
会
議
の
緊
急
会
合
が
（
同
じ
く
テ
ヘ
ラ

ン
在
住
の
）
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
を
多
数
決
で
次
期
最
高
指
導
者
に
選

出
し
た
際
に
、
独
自
の
政
治
力
を
発
揮
し
た
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
の
際
に
決
定
的
な
要
因
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

亡
く
な
っ
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
が
生
前
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
後
継
最

高
指
導
者
と
な
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
と
の
情
報
で
あ
り
、
そ
の

事
を
議
員
に
伝
え
た
の
は
、
（
共
に
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
で
あ
っ
た
）
ホ

メ
イ
ニ
ー
師
の
息
子
の
ア
フ
マ
ド
師
と
当
時
か
ら
専
門
家
会
議
副

議
長
で
あ
っ
た
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

従
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
メ
シ
ュ
キ
ニ
ー
師
の
後
継
者
の
指
導
部
専

門
家
会
議
議
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
第
一
副
議
長
を
努
め
て
き
た
ラ

フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
が
、
今
回
（
九
月
四
日
に
）
選
出
さ
れ
た
こ

と
は
、
全
く
順
当
な
も
の
で
あ
る
と
一
見
、
見
受
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
側
面
に
お
い
て
、
こ
の
結
果
は
興

味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。 
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ま
ず
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
に
と
っ
て
、
今
回
の
専
門
家
会

議
議
長
選
出
は
、
国
会
議
長
を
九
年
余
り
（
一
九
八
〇
―
一
九
八
九

年
）
、
続
い
て
大
統
領
職
を
二
期
八
年
間
（
一
九
八
九
―
一
九
九
七

年
）
に
亘
り
務
め
た
後
に
、
再
任
を
目
指
し
て
出
馬
し
た
国
会
議
員

選
挙
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
大
統
領
選
挙
（
二
〇
〇
五
年
）
に
極
め
て

不
面
目
な
形
で
落
選
し
て
以
来
、
初
め
て
の
選
挙
に
よ
る
公
職
へ
の

就
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
ラ
フ

サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
の
主
要
な
公
職
で
あ
る
、
公
益
評
議
会
（
体
制

利
益
判
別
評
議
会
）
の
議
長
職
が
、
最
高
指
導
者
か
ら
の
任
命
に
よ

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
内
輪
の
も
の
と
は
い
え
、
個
人
の
面
目
が
懸

か
っ
た
重
要
な
選
挙
で
勝
利
し
た
こ
と
は
、
本
人
に
と
っ
て
は
少
な

く
な
い
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
。 次

に
、
第
一
の
点
よ
り
さ
ら
に
興
味
深
い
側
面
は
、
専
門
家
会
議

第
二
副
議
長
（
か
つ
コ
ム
神
学
校
教
員
協
会
会
長
代
行
）
で
、
イ
ス

ラ
ー
ム
法
学
者
の
統
治
（
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
ギ
ー
フ
）
論
の
解

釈
（
意
味
付
け
）
を
巡
っ
て
亡
く
な
っ
た
メ
シ
ュ
キ
ニ
ー
師
と
公
然

と
対
立
を
し
て
い
た
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ヤ
ズ
デ
ィ
ー
師
（
前
司
法
権

長
、
現
監
督
者
評
議
会
メ
ン
バ
ー
）
が
、
議
長
選
挙
に
自
ら
は
出
馬

せ
ず
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
の
選
出
を
支
持
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
（
革
命
直
後
の
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
国
会
に
お
い

て
議
長
お
よ
び
議
長
支
持
の
穏
健
保
守
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
政

治
的
な
盟
友
で
あ
っ
た
両
者
の
個
人
的
関
係
だ
け
を
見
れ
ば
、
十
分

納
得
が
行
く
が
）
メ
シ
ュ
キ
ニ
ー
師
の
後
任
と
し
て
次
期
コ
ム
神
学

校
教
員
協
会
会
長
へ
選
出
さ
れ
る
と
の
評
判
が
高
い
ヤ
ズ
デ
ィ
ー

師
が
、
同
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
（
つ
ま
り
神
学
校
の
教
員
で
な

い
）
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
が
専
門
家
会
議
を
公
式
に
率
い
る
こ

と
を
許
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
の
こ
と

は
、
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
ギ
ー
フ
体
制
が
、
名
目
的
に
も
コ
ム
（
の

神
学
校
の
教
員
／
法
学
者
）
と
は
関
係
な
く
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
（
聖
職

者
の
衣
を
纏
っ
た
職
業
政
治
家
に
よ
っ
て
、
主
に
近
代
国
家
運
営
の

論
理
に
従
い
）
運
営
さ
れ
る
だ
け
の
体
制
と
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
、
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
今
回
の

議
長
選
挙
の
結
果
は
、
本
来
理
論
的
に
は
、
学
識
の
点
で
最
も
相
応

し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
に
よ
る
統
治
で
あ
る
は
ず
の
ヴ
ェ
ラ
ー

ヤ
テ
・
フ
ァ
ギ
ー
フ
体
制
の
「
合
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
」
性
を
担
保
す

る
機
関
で
あ
っ
た
は
ず
の
専
門
家
会
議
か
ら
、
そ
の
存
在
意
義
を
失

わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
断
言
し
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。 
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こ
の
こ
と
は
、
同
じ
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ

ー
師
の
唯
一
の
対
抗
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
の
が
、
ア
フ
マ
ド
・
ジ

ャ
ン
ナ
テ
ィ
ー
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
再
確
認
で
き
る
（
ち
な

み
に
、
獲
得
投
票
と
し
て
は
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
が
四
一
票

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
落
選
し
た
ジ
ャ
ン
ナ
テ
ィ
ー
師
は
三
四
票
も

集
め
て
お
り
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
に
反
対
す
る
勢
力
は
ど
こ

に
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
）
。
ジ
ャ
ン
ナ
テ
ィ
ー

師
は
、
コ
ム
神
学
校
教
員
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
る
が
、
前
述
の

通
り
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
の
懐
刀
と
し
て
、
テ
ヘ
ラ
ン
に

お
い
て
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
国
家
の
要
職
を
幾
重
に
も
兼

任
し
て
い
る
八
一
歳
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
の

イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
が
、
過
去
四
半
世
紀
に
亘
り
、
少
な
く
な
い
数
の

コ
ム
在
住
の
高
位
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
か
ら
の
体
制
批
判
な
ど

を
封
じ
込
め
続
け
て
き
た
結
果
、
人
的
資
源
的
に
自
家
撞
着
状
態
に

陥
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
国
家
／
体
制
か
ら
政
治
的
に
独
立
し
た
宗

教
的
学
識
／
良
識
の
府
と
し
て
の
指
導
部
専
門
家
会
議
な
ど
は
、
も

は
や
組
織
し
得
な
い
）
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
憲
法
上
は
、
最
高
指

導
者
の
資
質
の
継
続
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
監
督
す
る
役
割
の
会

議
の
議
長
候
補
に
、
最
高
指
導
者
か
ら
複
数
の
体
制
維
持
に
肝
要
な

要
職
に
特
別
に
任
命
さ
れ
て
い
る
懐
刀
役
を
持
っ
て
こ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
可
笑
し
さ
に
、
気
づ
か
ざ
る
を
え
な
い
（
７
）
。
こ
の
こ
と

は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
後
継
者
と
し
て
選
ぶ
人
材
が
、
イ
ラ
ン
の

体
制
内
部
に
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
重
要
な
問
い
に

も
、
関
係
し
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師

と
ジ
ャ
ン
ナ
テ
ィ
ー
師
の
間
で
指
導
部
専
門
家
会
議
議
長
職
を
、
派

閥
争
い
的
に
多
数
決
で
選
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
イ
ラ
ン
の
体

制
派
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
職
者
界
は
、
一
〇
年
前
後
先
の
見
通
し
さ
え
も

持
た
ず
に
政
争
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。 

 

三
．
革
命
防
衛
隊
と
ア
メ
リ
カ 

 

二
〇
〇
七
年
八
月
半
ば
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
、
ラ
イ
ス
国
務
長

官
の
下
で
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
、
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
（
あ
る
い

は
そ
の
一
部
門
で
あ
る
ゴ
ヅ
ス
軍
）
を
国
際
テ
ロ
組
織
で
あ
る
と
認

定
す
る
と
宣
言
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
の
、
リ
ー
ク
に
基
づ

く
報
道
が
な
さ
れ
た
（
８
）
。
そ
れ
か
ら
二
週
間
後
に
、
イ
ラ
ン
に
お

い
て
、
一
九
九
七
年
九
月
以
来
そ
の
革
命
防
衛
隊
の
総
司
令
官
で
あ
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っ
た
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ラ
ヒ
ー
ム
＝
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
少
将
に
代
わ
る
、
新

た
な
総
司
令
官
（
モ
ハ
ン
マ
ド
＝
ア
リ
ー
・
〝
ア
ズ
ィ
ー
ズ
〞
・
ジ

ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
）
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ア
メ
リ

カ
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
は
、
そ
れ
を
米
国
側
か
ら
の
圧
力
に
イ

ラ
ン
側
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
反
応
し
て
い
る
兆
し
で
あ
る
と
総
括
す

る
報
道
さ
え
も
、
一
部
で
見
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
ロ
組
織
認
定

の
検
討
の
背
景
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
お
よ
び
イ
ラ
ク
駐
留
の
米
軍

司
令
官
な
ど
が
、
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
の
ゴ
ヅ
ス
軍
（N

iru-ye 
Q

ods

）
が
、
イ
ラ
ク
の
武
装
勢
力
へ
武
器
供
与
を
し
て
い
る
と
の
非

難
を
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
の
真
偽
に
つ
い
て
は
確

認
す
る
術
が
な
い
た
め
本
考
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
（
９
）
、
ジ
ャ
ア

フ
ァ
リ
ー
新
司
令
官
の
任
命
の
意
義
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
み

た
い
。 

ラ
ヒ
ー
ム
＝
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
少
将
の
退
任
と
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ン
国
内
的
に
は
、
何
の
ミ
ス
テ
リ
ー
も
な
い
。

総
司
令
官
へ
の
任
命
か
ら
満
一
〇
年
が
経
過
し
た
だ
け
で
な
く
、
革

命
直
後
の
革
命
防
衛
隊
創
設
時
か
ら
二
八
年
間
に
亘
り
主
要
な
司

令
官
で
あ
り
続
け
、
本
年
五
八
歳
に
な
る
ラ
ヒ
ー
ム
＝
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

ー
少
将
が
、
こ
の
と
こ
ろ
柔
和
に
な
り
過
ぎ
て
、
革
命
防
衛
隊
の
総

司
令
官
と
し
て
は
強
面
さ
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
の
評
判
は
、
イ
ラ

ン
の
国
内
政
治
を
追
う
者
の
間
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
注
目

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
選
ば
れ
た
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
新

司
令
官
が
、
ま
さ
に
先
に
言
及
し
た
革
命
第
二
世
代
に
属
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ラ
ヒ
ー
ム
＝
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
や
そ
の
前
任
の
レ
ザ
イ
ー
な

ど
、
革
命
防
衛
隊
を
設
立
さ
せ
た
古
株
の
司
令
官
ら
が
、
革
命
前
の

一
九
七
〇
年
代
に
「
マ
ン
ス
ー
ル
ー
ン
」
な
ど
の
武
装
ゲ
リ
ラ
組
織

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
少
将
は
、

現
在
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
と
同
年
齢
の
五
〇
歳
。

革
命
時
に
は
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
の
建
築
学
専
攻
の
一
学
生
で
あ
り
、
革

命
防
衛
隊
へ
入
隊
し
た
の
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
開
戦
か
ら

一
年
後
の
一
九
八
一
年
と
、
か
な
り
遅
め
で
あ
っ
た
。 

ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
新
司
令
官
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
の
中
で
、
最
も

注
目
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
最
高
指
導
者
に
就
任
し
て
三
年
目
の

ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
か
ら
、
一
九
九
二
年
に
革
命
防
衛
隊
の
陸
軍
司
令

官
に
抜
擢
さ
れ
た
経
緯
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
は
、
当
時
の
ラ
フ
サ

ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
政
権
が
押
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
国
際
協
調
路

線
と
対
抗
す
る
、
反
「
文
化
侵
略
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、
ハ

ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
自
ら
の
権
威
と
支
持
基
盤
の
確
立
へ
と
動
き
始
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め
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
以
来
、
革
命
体
制
維
持
の
手
段
と
し
て

の
対
米
関
係
の
あ
り
方
に
お
い
て
真
っ
向
か
ら
対
立
し
続
け
て
い

る
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
と
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
師
の
間
の
問
題
が
、

単
な
る
政
策
選
択
レ
ベ
ル
の
対
立
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
の
新
司
令

官
任
命
の
背
後
か
ら
も
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ

ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
に
と
っ
て
は
、
反
米
ス
タ
ン
ス
の
維
持
を

通
じ
た
革
命
体
制
の
護
持
は
、
自
ら
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
権
威

と
支
持
基
盤
の
確
立
維
持
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
ま
た
、
一
五
年
前

に
始
め
た
そ
の
努
力
が
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
大
統
領
就

任
や
、
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
少
将
の
革
命
防
衛
隊
総
司
令
官
へ
の
抜
擢

な
ど
で
、
現
在
、
よ
う
や
く
実
を
結
ん
で
き
て
い
る
と
の
側
面
で
あ

る
。 従

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
者
が
イ
ラ
ン
国
家
内
部
の
そ
の
よ

う
な
権
力
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
な
ら
ば
、

一
方
で
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
最
高
指
導
者
で
あ
り
続
け
る
限
り
、

イ
ラ
ン
の
現
体
制
が
対
米
融
和
路
線
へ
の
根
本
的
な
転
換
を
認
可

す
る
可
能
性
が
全
く
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
一
方
で
、
ハ
ー
メ

ネ
イ
ー
師
と
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
ー
新
総
司
令
官
ら
の
革
命
第
二
世
代

の
司
令
官
ら
の
目
標
は
、
根
本
的
に
、
現
体
制
と
そ
の
権
力
基
盤
を

維
持
防
衛
す
る
こ
と
に
あ
り
、
（
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
や
一
部
の
米
軍

司
令
官
が
示
唆
し
て
い
る
）
イ
ラ
ク
の
場
で
、
ア
メ
リ
カ
と
「
代
理

戦
争
」
を
行
う
こ
と
を
追
求
し
て
い
る
可
能
性
は
、
（
そ
の
よ
う
な

戦
術
の
危
険
度
を
考
え
る
と
）
極
め
て
低
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
全
く
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

 

注 
 

（
１
） 

一
九
六
〇
年
代
初
め
に
王
政
下
で
政
治
的
弾
圧
を
経
験
し
、
そ
の
後

一
五
年
間
に
亘
り
反
王
政
革
命
運
動
に
従
事
し
た
後
に
、
革
命
後
の
新

体
制
に
お
い
て
政
治
的
有
力
者
と
な
っ
た
第
一
世
代
と
異
な
り
、
革
命

成
立
時
に
は
大
学
生
な
ど
で
、
新
体
制
下
で
主
な
政
治
活
動
を
始
め
た

若
い
世
代
を
こ
こ
で
は
革
命
第
二
世
代
と
呼
ぶ
。 

（
２
） 

欧
米
メ
デ
ィ
ア
等
で
よ
く
言
及
さ
れ
る
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー

ド
大
統
領
は
革
命
防
衛
隊
を
支
持
基
盤
に
し
て
い
る
と
の
俗
説
に
は
、

根
拠
は
な
い
。
近
年
、
革
命
防
衛
隊
（
の
元
司
令
官
や
関
連
企
業
）
が
、

政
治
・
治
安
維
持
分
野
へ
の
進
出
や
国
家
関
連
事
業
へ
の
入
札
の
拡
大

な
ど
で
活
躍
し
て
来
て
い
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
来
、
ハ
ー

メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
が
敷
い
て
き
た
路
線
の
結
果
で
あ
り
、
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
の
大
統
領
就
任
の
結
果
で
は
な
い
。 

（
３
） 
例
え
ば
、“G

ozaresh-e Fars az M
atn-e E

ste‘fanam
eh-ye 
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Vazir-e Sabeq-e Sana’e‘ va M

a‘aden,” Fars N
ew

s, A
ugust 

15, 
2007; 

“M
inisters’ 

E
xit 

C
ould 

H
int 

A
t 

Further 
C

hanges,” 
RFE/RL 

Iran 
Report, 

A
ugust 
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